
物  質  名 N,N-ジメチルドデシルアミン=N-オキシド（アルキルジメチルア

ミンオキシドとして） ＤＢ－30 

別  名 
ドデシルジメチルアミンオキシド 
ジメチルラウリルアミンオキシド 
ラウラミンオキシド 

CAS 番号 1643-20-5 
PRTR 番号 第 1 種 166 
化審法番号 2-198 

構 造 式 
 

 
分子式 C14H31NO 分子量 229.46 
沸点 426.62℃ (推定値) 1) 融点 132～133℃ 2) 
蒸気圧 6.23×10-8 mmHg (8.30×10-6 Pa) (25℃) 2) 換算係数 1 ppm = 9.38 mg/m3（25℃）

分配係数（log Pow） 4.67(計算値) 3) 水溶性 190 g/L (25℃・計算値) 4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 2,700 mg/kg 5)  
 マウス 経口 LD50 2,146～2,192 mg/kg 6)  
 ラット 経口 LD50 1,267 mg/kg 6)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに本物質を主成分として含むアルキルジメチルアミンオキシド（ADAO）を 0、0.009、
0.08、0.18％の濃度（ADAO として 0、4.5、40、90 mg/kg/day 相当）で 104 週間混餌投与した

結果、生存率に有意差はなかったが、0.18％群で体重増加の有意な抑制を認めた。また、0.18
％群で腎臓、心臓、卵巣、脳の相対重量に有意な増加を認め、0.08％群の肝臓重量は有意に

低かったが、肝臓重量については過去に対照群でみられた変動範囲内に収まる程度のもので、

これらを含めた組織に影響はみられなかった 7) 。この結果から、NOAEL は 0.08％（40 
mg/kg/day）であった。 

 なお、使用した ADAO は市販の 27％水溶液製品で、95％以上が C12～C16 の直鎖アルキルアミ

ノオキシドであり、主成分は C12 である本物質。 
・マウスに上記 ADAO の 0、0.05、0.13、0.26％溶液 0.1 mL を 104 週間（1 回/日、3 日/週）皮

膚に塗布した結果、0.26％群の皮膚で刺激による肥厚がみられた 7) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに上記 ADAO を 0、0.009、0.08、0.18％％の濃度（0、4.5、40、90 mg/kg/day 相当）で

104 週間混餌投与した結果、0.18％群で卵巣相対重量の増加を認めたが、組織に影響はみられ

ず、体重増加の有意な抑制を反映した結果と考えられた。また、睾丸については重量、組織

ともに影響はなかった 7) 。この結果から、NOAEL は 90 mg/kg/day であった。 
・ラットに 0、15、30、60 mg/kg/day の ADAO（C8～C16）を妊娠 7 日目から 17 日目まで強制経

口投与し、F1 にも同様に経口投与して交尾させた結果、60 mg/kg/day 群の F0 雌で体重増加の

抑制、F1 で発育遅延（体重及び骨化）を認め、F2 の体重も軽度に低かったが、奇形等の増加

はみられず、F1 の繁殖能にも影響はなかった 6, 8) 。この結果から、NOAEL は 30 mg/kg/day で

あった。 
・ウサギに 0、12、24、48 mg/kg/day の ADAO（C8～C16）を妊娠 6 日目から 18 日目まで強制経

口投与した結果、12 mg/kg/day 以上の群で体重増加の抑制を認めたが、胎仔に影響はなかっ



た。この結果から、NOAEL は親で 24 mg/kg/day、胎仔で 48 mg/kg/day であった 6, 9) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・ボランティア 10 人のパッチテストでは、3.7％水溶液で軽度の刺激性がみられた 10, 11) 。また、

ボランティア 10 人に 1、2、3、4、5％水溶液を 3 回/6 日間塗布し、21 日間観察した結果、2
％の濃度でも軽度の蓄積性の刺激性を示す可能性が示唆された 10, 12) 。 

・ボランティア 101 人に実施したパッチテストでは、感作はみられなかった 10, 13) 。また、本物

質を含む ADAO 系台所用洗剤を冬季 3 ヵ月間使用した主婦 441 人で、刺激性や感作はみられ

なかった 6) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた ADAO としての NOAEL 40 
mg/kg/day（体重増加の抑制）を採用し、主成分が本物質であったことから、同値を本物質の暫

定無毒性量等として設定する。 
 吸入暴露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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